
表―5　新交通システム金沢シーサイドライン計画の歩み

昭和57年〔1982年〕7月

経営主体を第三セクター方式とする方針を決定する

昭和57年〔1982年〕９月

横浜市議会において、横浜市出資額（９億7,500万

円）を議決

昭和58年〔1983年〕4月

横浜新都市交通株式会社設立

昭和58年〔1983年〕７月

新交通システムの標準化とその基本仕様策定。金沢

シーサイドラインは標準化適用第１号として採択さ

れる。

昭和59年〔1984年〕２月

運輸審議会答申（横浜新都市交通株式会社に軌道事

業について特許することが適当であるとの答申）

昭和59年〔1984年〕４月

軌道事業特許

昭和59年〔1984年〕８月

都市計画決定

昭和59年〔1984年〕９月

都市計画事業認可

昭和59年〔1984年〕10月

第一次（分割）工事施行認可（並木中央～福浦）

昭和59年〔1984年〕11月

起工式

昭和60年〔1985年〕７月―第一次（分割）工事施行

認可（新杉田～並木中央・福浦～金沢八景）

昭和60年〔1985年〕12月―第二次（分割）工事施行
認可（新杉田～金沢八景）

昭和61年〔1986年〕12月―車両設訃認可

昭和47年〔1972年〕11月

　「都市モノレールの整備の促進に関する法律」成立

昭和49年〔1974年〕11月

新都市交通施設調査研究会設立

　（市議会各党、学識経験者、国、県、市より22人の

委員で構成する委員会を設置し、調査検討）

昭和51年度〔1976年度〕

新交通システムに対する補助制度の適用が認められ

る

昭和52年〔1977年〕４月

横浜市新都市交通システム研究開発委員会設置

　（横浜型新交通システムの開発計画を検討する）

昭和52年度〔1977年度〕

都市モノレール等調査委員会設置

　（金沢地先導入計画について建設省より補助金がつ

き調査する）

昭和53年度〔1978年度〕

都市モノレール等調査委員会より報告が出る

　（交通需要からみて、バスでは不足し、地下鉄では

大きすぎるため、中量輸送手段として新交通システ

ムが適当であるとの報告がまとまる）

昭和54年度〔1979年度〕

建設省の補助金を導入してさらに実現性調査を実施

　（新杉田～金沢地先輝々|地～金沢八景の測量|及び概

略土質調査等を実施）

昭和56年〔1981〕12月

　「よこはま21世紀プラン」により磯子・金沢地区に

新交通システムを導入することを決定する

ま
た
国
道
一
六
号
は
横
浜
横
須
賀
道
路
と

と
も
に
横
浜
か
ら
横
須
賀
に
至
る
数
少
な

い
幹
線
道
路
の
た
め
常
時
混
雑
し
、
特
に

夏
期
は
レ
ジ
ャ
ー
交
通
も
加
わ
り
、
毎
日

渋
滞
し
て
い
る
。

　
一
方
、
埋
立
地
内
の
交
通
は
バ
ス
輸
送

を
行
っ
て
お
り
、
国
鉄
新
杉
田
駅
か
ら
富

岡
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
金
沢
工
業
団
地
へ

行
く
路
線
や
、
京
急
金
沢
文
庫
か
ら
工
業

団
地
へ
行
く
路
線
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
は
埋
立

地
の
住
宅
地
区
の
居
住
者
が
三
万
人
、
再

開
発
地
区
従
業
者
約
三
万
人
、
海
の
公
園

利
用
者
が
年
間
二
百
万
人
が
見
込
ま
れ
、

バ
ス
で
は
不
十
分
と
な
る
。

　
こ
の
地
域
の
公
共
輸
送
機
関
は
需
要
か

ら
み
て
、
鉄
道
で
は
過
剰
な
設
備
と
考
え

ら
れ
、
バ
ス
で
は
運
転
間
隔
、
定
時
性
の

確
保
な
ど
、
運
営
上
困
難
な
問
題
が
予
想

さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
交
通

需
要
調
査
、
採
算
性
な
ど
の
検
討
を
行
い
、

新
交
通
の
導
入
計
画
に
つ
い
て
は
、
鉄
道

と
バ
ス
の
中
間
の
輸
送
力
を
も
ち
、
安
全

性
、
低
公
害
性
と
快
適
性
を
備
え
た
新
し

い
交
通
機
関
で
あ
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム
、

金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
導
入
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て

は
表
―
５
の
と
お
り
で
、
軌
道
法
の
特

許
、
都
市
計
画
決
定
な
ど
の
法
手
続
を
経

て
、
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
に
工
事
着
手

し
た
。

八
―
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
　
　
　
計
画
の
概
要

　
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
計
画
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
①
区
間
　
国
鉄
新
杉
田
～
京
急
金
沢
八

　
　
　
　
　
景

　
②
建
設
キ
ロ
　
約
一
一
㎞

　
③
駅
数
　
一
四
駅

　
④
構
造
　
高
架
式

　
⑤
輸
送
シ
ス
テ
ム
　
側
方
案
内
軌
条
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
式

　
⑥
運
転
間
隔
（
予
定
）
　
朝
夕
三
～
五
分

　
　
　
　
　
日
中
　
八
～
一
〇
分

　
　
　
　
　
早
朝
　
深
夜
一
二
～
一
五
分

　
⑦
所
要
時
間
新
杉
田
～
金
沢
八
景
間

　
　
　
　
　
　
　
二
五
分

　
⑧
表
定
速
度
　
約
三
〇
㎞
／
ｈ
（
最
高

　
　
　
　
　
　
　
速
度
六
〇
㎞
／
ｈ
）
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⑨
車
両
定
員
　
約
三
六
〇
人

⑩
車
両
編
成
　
五
両
編
成
（
長
さ
四
二

　
　
　
　
　
　
m
）

　
　
　
　
　
　
空
気
入
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
車

　
　
　
　
　
　
輪

⑪
駅
計
画
　
駅
間
六
〇
〇
～
二
二
〇

　
　
　
　
　
〇
ｍ

　
　
　
　
　
バ
ス
な
み
に
近
い
利
便
性

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置

⑫
運
転
管
理
シ
ス
テ
ム

　
当
面
は
有
人
運
転
と
し
、
将
来
は
無

　
人
運
転
も
検
討
す
る
。

⑬
事
業
主
体

　
建
設
主
体
は
建
設
省
、
横
浜
市
、
横

　
浜
新
都
市
交
通
株
式
会
社
が
一
体
と

　
な
っ
て
進
め
る
。
イ
ン
フ
ラ
（
骨
格
）

　
は
道
路
管
理
者
が
建
設
し
、
車
両
、

　
通
信
、
経
営
等
は
横
浜
新
都
市
交
通

　
株
式
会
社
が
担
当
す
る
。

⑭
仕
様

　
新
交
通
シ
ス
テ
ム
を
普
及
さ
せ
る
た

　
め
、
建
設
省
に
お
い
て
、
「
新
交
通

　
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
と
そ
の
基
本
仕

　
様
」
を
制
定
し
た
。
金
沢
シ
ー
サ
イ

　
ド
ラ
イ
ン
は
、
そ
の
適
用
第
一
号
で

　
あ
る
。

九
―
経
営
収
支
の
予
測

①
―
需
要
推
計

ア
需
要
推
計
の
前
提

　
昭
和
五
十
九
年
四
月
に
特
許
取
得
し
た

時
の
資
料
で
は
次
の
よ
う
な
前
提
と
し
て

い
る
。

　
①
推
計
年
度
は
、
六
十
二
年
と
六
十
五

　
　
年

　
②
埋
立
地
内
の
人
口
フ
レ
ー
ム
は
土
地

　
　
利
用
計
画
に
基
づ
く
計
画
値
と
し
、

　
　
他
は
「
よ
こ
は
ま
2
1
世
紀
プ
ラ
ン
」

写真―1　金沢シーサイドライン

図―2　収支計画概念フロー
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の
計
画
値
お
よ
び
一
部

　
　
実
績
傾
向
値
を
使
用
す

　
　
る
。

　
③
最
終
計
画
時
以
降
は
、

　
　
将
来
変
化
し
な
い
も
の

　
　
と
す
る
。

　
④
推
計
の
方
法
は
、
移
転

　
　
希
望
事
業
所
の
実
態
調

　
　
査
、
昭
和
五
十
三
年
度

　
　
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

　
　
査
、
海
の
公
園
計
画
資

　
　
料
を
参
考
と
す
る
。

　
⑤
こ
れ
ら
の
資
料
の
う

　
　
ち
、
通
勤
通
学
目
的
を

　
　
定
期
利
用
と
し
、
そ
れ

　
　
以
外
を
定
期
外
利
用
と

　
　
し
た
。

イ
需
要
推
計
の
方
法

　
推
計
の
方
法
の
詳
細
に
つ

い
て
は
省
略
す
る
が
、
金
沢

シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
、
京

浜
急
行
が
平
行
路
線
で
あ

り
、
両
端
末
駅
が
鉄
道
駅
と

連
絡
も
し
く
は
近
接
し
て
い

る
た
め
、
経
路
の
分
担
を
仮

定
し
、
振
り
分
け
る
こ
と
と

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
昭
和
六
十
二
年
で
約
七

七
、
〇
〇
〇
人
、
同
六
十
五
年
で
約
八

六
、
〇
〇
〇
人
と
な
っ
た
。

②
―
収
支
計
算

　
収
支
計
算
の
資
料
と
し
て
、
収
支
計
画

概
念
フ
ロ
ー
図
（
図
―
２
）
、
収
支
計
算
基

礎
条
件
（
表
―
６
）
、
収
支
結
果
（
表
―

７
）
、
償
却
後
損
益
お
よ
び
資
金
不
足
の

推
移
（
図
―
３
）
を
示
す
。

表―6　収支計算基礎条件

表―7　収支結果
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一
〇
―
街
づ
く
り
と
の
関
係

　
新
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
都
市
交
通
施
設

の
一
つ
で
あ
り
、
市
街
化
の
進
展
に
よ
り
、

街
路
用
地
の
取
得
が
困
難
に
な
る
中
で
、

道
路
空
間
の
有
効
利
用
に
よ
り
、
効
果
的

な
土
地
利
用
が
図
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

将
来
を
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
は
、

高
架
構
造
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

景
観
問
題
等
を
十
分
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
で
も
あ
る
。

　
新
交
通
シ
ス
テ
ム
が
今
後
、
全
国
に
普

及
し
真
に
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
乗

り
物
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
建

設
費
の
低
廉
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
周

辺
街
づ
く
り
と
整
合
性
を
十
分
考
慮
し
、

地
域
と
の
調
和
を
通
し
て
都
市
機
能
更
新

の
一
翼
を
担
う
べ
く
、
配
慮
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
沿
線

周
辺
の
公
共
施
設
で
あ
る
学
校
、
公
園
、

病
院
、
住
宅
団
地
等
と
十
分
な
調
整
を
行

②
並
木
住
宅
　
住
宅
か
ら
駅
へ
の
ア
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
ー
チ

③
海
の
公
園
　
公
園
施
設
と
の
整
合

④
金
沢
八
景
　
駅
前
の
再
開
発

　
こ
れ
ら
の
中
で
、
新
杉
田
駅
、
金
沢
八

景
駅
に
つ
い
て
は
、
既
存
鉄
道
と
の
接
続

駅
で
あ
る
た
め
、
駅
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、

将
来
に
お
け
る
交
通
の
結
節
点
の
位
置
づ

け
と
し
て
、
公
共
輸
送
機
関
相
互
の
連
絡
、

即
ち
、
駅
前
広
場
の
整
備
と
既
存
鉄
道
と

の
連
絡
施
設
を
配
慮
し
た
計
画
が
必
要
で

あ
る
。

ア
新
杉
田
駅

　
新
杉
田
駅
は
、
昭
和
六
十
五
年
の
推
計

乗
降
客
が
五
万
人
／
日
と
一
四
駅
の
中
で

最
大
の
利
用
客
が
見
込
ま
れ
、
そ
の
四
分

の
三
が
国
鉄
へ
の
乗
り
換
え
客
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
相
互
の
乗
り
換
え
を
ス
ム
ー
ズ

な
も
の
に
す
る
。

　
新
交
通
と
国
鉄
の
駅
舎
は
、
現
計
画
で

は
、
経
済
性
等
の
問
題
か
ら
、
独
立
し
た

構
造
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
は
地
上
に

一
旦
降
り
て
か
ら
乗
り
換
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
高
低
差
が
あ
る
た
め
、
現

在
関
係
機
関
と
協
議
中
で
あ
る
が
、
直
接

接
続
と
す
る
よ
う
変
更
す
る
予
定
で
あ
る

図―3　償却後損益および資金過不足の推移
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つ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

街
づ
く
り
に
関
係
し
て
く
る
。

①
新
杉
田
駅
　
国
鉄
駅
と
の
接
続
と
駅
前

　
　
　
　
　
　
広
場

次
の
地
域
で



図―4　新杉田駅接続計画

図―5　金沢八景駅前街づくり構想案
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（
図
―
４
）
。

　
ま
た
、
駅
前
広
場
に
つ
い
て
も
、
新
交

通
が
開
業
後
も
一
部
残
る
バ
ス
路
線
お
よ

び
将
来
対
応
に
必
要
な
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
し
て
整
備
中
で
あ
る
。

イ
金
沢
八
景
駅

　
金
沢
八
景
駅
前
は
、
商
店
家
屋
等
が
密

集
し
て
お
り
、
道
路
も
狭
隘
で
未
整
備
の

状
況
で
あ
る
。
駅
周
辺
は
、
横
浜
市
の
都

市
再
開
発
の
方
針
の
中
で
「
地
域
拠
点
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
今
回
、

新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
機
と
し
て
、

駅
前
広
場
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
商

業
、
業
務
、
文
化
等
の
都
市
機
能
を
集
積

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
生
活

の
核
を
形
成
し
、
併
せ
て
横
浜
市
の
秩
序

あ
る
都
市
形
成
を
図
り
、
都
市
構
造
の
再

編
成
を
目
ざ
し
て
次
の
五
項
目
を
目
標
と

し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

①
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
の
広
域
拠
点

　
づ
く
り

②
公
共
施
設
の
充
実

③
商
店
街
を
中
心
と
し
た
地
区
の
活
性
化

④
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
づ
く
り

⑤
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
づ
く
り

　
当
初
、
駅
前
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
交

通
の
側
方
余
裕
を
含
め
た
導
入
部
分
の
み

を
単
独
買
収
方
式
と
し
、
周
辺
に
つ
い
て

は
再
開
発
事
業
等
の
整
備
方
式
で
検
討
し

た
が
、
地
権
者
等
の
要
望
が
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
無
理
と
判
断
し
、
基
盤
整

備
は
沿
道
区
画
整
理
型
街
路
事
業
で
、
上

物
整
備
は
再
開
発
、
共
同
建
築
等
い
く
っ

か
の
手
法
や
制
度
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
再
開
発
が
ま
と
ま
っ
て
、
新
交
通

の
事
業
が
進
む
こ
と
と
な
る
（
図
―
５
）
。

一
一
―
横
浜
市
へ
の

　
　
　
　
　
新
た
な
導
入

　
現
在
建
設
中
の
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
同
様
の
、
中
量
輸
送
軌
道
シ
ス
テ
ム

を
、
横
浜
市
の
他
の
地
区
へ
導
入
す
る
た

め
に
は
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
。

①
　
計
画
地
域
に
三
、
〇
〇
〇
～
六
、
〇

〇
〇
人
／
㎞
の
発
生
需
要
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
。

②
　
現
行
の
イ
ン
フ
ラ
補
助
制
度
の
対
象

と
す
る
た
め
に
、
都
市
計
画
道
路
で
道
路

区
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

従
っ
て
、
市
の
単
独
費
を
少
な
く
す
る
意

味
か
ら
も
、
道
路
整
備
が
前
提
と
な
る
。

③
　
具
体
的
に
は
、
四
ｍ
の
中
央
分
離
帯
　

を
も
っ
た
、
最
低
幅
員
二
二
ｍ
道
路
が
必

要
と
な
る
。

④
　
新
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
採
択
か
ら
開

業
ま
で
、
数
年
を
要
す
る
た
め
、
バ
ス
に

よ
る
当
面
の
交
通
需
要
を
処
理
す
る
こ
と

と
な
る
が
、
そ
れ
を
新
交
通
へ
切
り
か
え

る
と
き
の
調
整
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
こ

で
き
る
こ
と
。

⑦
　
老
人
・
身
体
不
自
由
者
等
の
た
め
に

も
十
分
な
施
設
を
整
え
る
こ
と
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
、
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
一
日
も
早
く
開
業
さ
せ
て
、
大

勢
の
市
民
に
乗
車
し
て
い
た
だ
き
、
行
政

サ
イ
ド
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
サ
イ
ド
か

ら
も
、
新
交
通
の
利
点
を
十
分
認
識
し
て
、

新
し
い
路
線
へ
の
熱
望
を
生
み
出
す
こ

と
、
こ
れ
が
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
新
た

な
る
導
入
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
考
え

る
。

Λ
参
考
文
献
Ｖ

①
「
道
路
鉄
道
交
差
及
び
新
交
通
、
地
下
鉄
等

　
に
関
す
る
事
務
要
覧
」
（
ぎ
よ
う
せ
い
）

②
「
新
交
通
シ
ス
テ
ム
」
（
日
本
鉄
道
施
設
協

　
会
）

③
「
運
輸
と
経
済
」
第
四
五
巻
第
七
号
・
一
九

　
八
五
年
七
月
号

Λ
中
川
＝
道
路
局
道
路
事
業
推
進
担
当
副

主
幹
・
前
同
局
新
交
通
建
設
担
当
副
主
幹

／
和
田
＝
同
担
当
主
査
Ｖ

調査季報92―87.

1
49

と
。

⑤
　
イ
ン
フ
ラ
外
設
備
投
資
を
極
力
お
さ

え
、
経
営
収
支
を
早
い
時
期
に
黒
字
転
換

さ
せ
る
よ
う
検
討
を
す
す
め
る
こ
と
。

⑥
　
車
両
基
地
と
し
て
、
大
規
模
な
用
地

を
必
要
と
す
る
の
で
、
こ
の
土
地
を
確
保
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